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イメージング分光器の特長を生かした膜厚分布測定

イメージング分光器を用いることにより、潤滑油膜厚分布のアルタイム測定が可能です。

ベアリング回転時の潤滑油膜厚連続測定装置
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● 線状領域の分光反射率データを同時に測定し、独自の高速処理で膜厚
データに換算します。

イメージング分光器を用いて得られた線状領域の分光反射率データから潤滑油
の膜厚を計算します。

撮像する線状領域と垂直方向にスキャンすることで、2次元の潤滑油膜厚の分布
を測定することが可能です。

高速な膜厚変化を計測する場合には、高速度カメラを組み込んだシステムも実現
可能です。

回転中のイメージング分光画像

静止時のイメージング分光画像

潤滑油膜厚の断面をリアルタイム画像でモニタ

● イメージング分光器による干渉画像撮像

イメージング分光器による分光反射強度画像は、油膜の干渉による反射光の
強弱を測定しているので、特定次数の暗線または明線は潤滑油の膜厚断面に
相当するプロフィルを示します。

このプロフィルにより、潤滑油の膜厚プロフィルを膜厚計算無しで直感的に確
認することも可能です。

カーブフィッティング法を応用した超高速分光干渉膜厚計算

● 並列処理手法を用いた独自の膜厚計算手法

同時多点分光のため、短時間で膜厚計算を大量に行う必要があります。
カーブフィッティング法を応用した独自の計算手法と並列処理を組み合わせて
超高速の膜厚計算を実現しました。

高速な膜厚変化を計測する場合には、高速度カメラとGPGPUを用いた、更に
高速な処理も実現できます。

分光データより計算した潤滑油膜厚分布 （一番左が静止状態、右の3つは回転状態で右に行くほど速度が上がった状態）


